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　大好評をいただいている 「みん

なで行こう！サマーキャンプ I N と

ちのき村」 （第９回） の開催が決

定致しました！

日程は８月３ ０日～８月３ １日行き

先は兵庫県美方郡の 「とちのき村」

です。 「ツリーイング」 「キャンプ

ファイヤー」 「飯盒炊さん」 など、

ここでしかできない体験が満載！

この夏を思っきり楽しみたいと思い

ます！※詳しくはチラシへ

号
外

今年は今年は

定員１５名！申込みは７月１６日まで QR コードから受付中！
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第 9回第 9回 1 泊 2 日1 泊 2 日

IN とちのき村IN とちのき村村

ボランティアスタ
ッフも同時募集中

！

　紫陽花が綺麗に咲く 6月 5日、京都の NPO 法人福
祉広場の理事長池添素氏をお呼びして
「対応が難しい子どもの集団作り」の研修会を行い
ました。このタイトルの研修は昨年、福祉広場の先
生対象研修会で行ったレジュメを拝見して、「Ange

の子どもたちそのものだな〜」と思い、昨年からお願いしていました。
　保護者はもちろんのこと、Ange の子どもたちが通う学校のコーディネーターの先生や豊中市の放
課後等デイのことり公園、Welfare さん、相談支援員さんも参加してくださいました。

　まず、「集団とは」ということで、集団生活＝食事・排泄など個人の力量が問われること、集団活
動＝目的を共有して行動すること、集団遊び＝誰かと一緒に手応えを共有することと共通理解した後
に、それぞれの場面で対応が難しい子に対して、なぜ難しいのかを丁寧にわかりやすい言葉に置き換
えてお話しいただきました。また、子どもの発達段階から子どもの姿・集団を考え、その対応をする
ための個別の役割を教えてくださいました。
　それには大人の集団も必要であり、大人の集団自体も発達していくということでした。また、学校
やその他の場所で頑張っている子どもたちが充電するのは唯一家庭だということ。だから家ではでき
ない、がんばらせないという言葉に、参加された保護者の皆さんはホッとされたことだと思います。
池添氏は専門用語を使わず、初めて聞いても理解できることを大切にお話しされていますので、若い
指導員たちもよく理解できたと感想を述べていました。
　研修中、子どもたちの顔と様々な場面が走馬灯のように思い出されました。以前、Angeの活動で困っ
た時にアドバイスをいただきましたが、対応をその子だけに限定していたことがあり、どの子にもあ
てはめて対応をしていなかったことに指導員としての未熟さを痛感しました。
　研修後は「わかった、いーよ。それがしたかったんやな」※1と、子どもの『今、これがしたい！』
の気持ちに指導員が応えられていなかったことを振り返り、療育の部屋はこの上ない心穏やかな、温
かい空気が流れ、その雰囲気を子どもたちも感じ取ったのか誰 1人荒れることなく、とてもスムーズ
に 1日を終えることができました。これを毎日続けることが大切だねと、話し合いました。研修最後
にお話しされた【指導方法を考えるのではなく、子どもの気持ちを考えることから始める】を常に心
に留めて実践を重ねていきたいです。
（※1この言葉を言い続けたら、わがままな子になるのでは？と思われた方、そんなことは絶対あり
ません。6月中はオンデマンドでも視聴可能です。今からでも研修を聞きたい方はお申し込みくださ
い。）

～研修会に参加された方からの感想～
・発達段階それぞれにあった働きかけを大人がしっかりとっていき、子どもが自ら育つ事を待つ大事
さを改めて感じました。もっともっと沢山の悩みを抱えている保護者、先生などにも聞いてほしい内
容だったので自ら実践していく中で周りにも伝えていきたいと思いました。

・アンジュに来るまでは、集団行動＝参加しないといけないと思っていましたが、参加の強制はせず、
こちらの働きかけによって、初めは参加していなくても、興味を示したり輪に入ったりしている、と
いうアンジュで実践している事への理解が深まりました。

郡　奈美

　4 月に無事に元気な女の子を出産しました。 妊
娠中には保護者の皆様にも色々声をかけていただ
き、 本当に嬉しかったです。 ありがとうございます。
　そして先日、 west の子どもたちと対面しました！
子どもたちは最初、 触れてみたいけど大丈夫か
な、、、 と様子を伺いながら赤ちゃんを見つめてい
ました。でもちょっと触るところから少しずつ慣れて、
最後は抱っこもしていました。 帰り際、 お腹にいる
時から聞いていた子どもたちの遊ぶ声を子守唄に、
ぐっすり眠っている我が子でした。 また遊んでね！

サマーサマーサマー

　4月からボウリングクラスに代わり、3回目が終りました。
1回目はボウリングってどんな感じかと子どもも指導員も
バタバタしていましたが、 回数を重ねるとスムーズに準備
もでき、 ボウリングを楽しめるようになってきました。 3回
目になると、 毎回スコアを更新させると意気込み少しずつ
伸ばしていく子もいれば、 狙う位置や投げ方を教えてもら
い上手く投げられる子、 自分の番がくるまでモニターでリ
プレイを見ている子などそれぞれ楽しんでいます！
中にはスコアが伸び悩み悔しい思いをしていて、 ボウリン
グの前日に自分でトイレットペーパーの芯を並べ自主練す
る子もいました。 次のボウリングも楽しみです！

ストライクとるぞ～

すべりだいもつかうよ！
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